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ネナシカズラ及びマメダオシによる

J馬鈴薯天狗巣病の伝染

福士貞吉・四方英四郎

Transmission of potato witches' broom by the dodders， 
Cuscutαjα.pomcαCHOIS. and C. chinensis LAM. 

By 

Teikichi FUKUSHI and Eishiro SHIKATA 

馬鈴薯天狗巣病は 1950年以来毎年農林省胆振馬鈴

薯原4種農場(北海道勇払郡平采村)に発生するが，同

農場においてその後，ナンテンハギ (Viciαunijugα

AL. BR.)，芳、グロパー (Trifoliumpr，αte叫seL.)，白

グロパ- (T. repe回 L.)及びアルサイク・クロパー

(T. hybridum L.)に天狗巣病が発生していることが

発見され，これと馬鈴薯天狗巣病との関係が疑われる

に至った。この外同農場にはエゾギク (0αllistephu8

chinensis NEES)， コスモス (Cosmosbipin叫臼tus

.cAV.)及びヒメジョオ:/(Erigeroηα附~uus PERS.) 

に萎黄病類似の病害が発生することが認証うられた。こ

れらの病害と馬鈴薯天狗巣病との関係を知ることは，

その伝染径路を明かにするために極あて必要でるるs

Zざるに馬鈴薯天狗巣病は汁液伝染せず，当時は媒介昆

虫が不明であって，ただ接木伝染のみが可能と知られ

ていた。したがって寄主範囲の研究は接木の可能なナ

ス科植物に限定されていた。(YOUNG1927， 29;YoUNG 

& MORRIS 1928;二瓶 1951;WRIGHT 1952， 54;田

中・成田・大島・後藤 1953) かような場合において

.cuscuta関の寄生植物を媒介者ーとして接種を行うこと
はすこぶる有意義である。それで私等は 1951年以来

ネナシカズラ (Cusc叫tαjαponicaCHOIS.)及びマメ

ダ、オシ (0.chi四仰sisLAM.) を用いて伝染試験を行

ったの次にその結果を報告したいと思う。

ネナシカズラ属 (Cuscuta)の植物を媒介者として，

パイラス病の接種に用うることに着目したのは BEN-

NETT(1940)でるるcその後JOHNSON(1941)，KUNKEL 

(1943，52)， COSTA(1944)， BENNETT (1944)宮川及吉

ヲド (1951)等は，種々のパイラスをこの方法によって

伝染させた。 KUNKEL(1943)は Cuscutαcampestバs

を用いて，馬鈴薯天狗巣病を Nicot何処aglut仰08α，

N.γusticα(マJレパタバコ)， トマ 1" 甜菜，ニチニ

チソウ等に感染させた。その後同氏 (1952)はムラサ

キウマプヤシの天狗巣病を，C.cαmpestγi8によって，

馬鈴薯2 トマト，二シジン等にうつしたが，その際馬

鈴薯に現われた病徴が馬鈴薯天狗巣病のそれと違うの

でp これら2種の天狗巣病は全〈異るパイラスに起因

するものと考えた。

私等はネナシカズラ及びマメダオシを用いて馬鈴薯

天狗巣病をジャガイモ及び赤クロパーに伝染させた。

この研究を行うに当って種キの便宜を与えられた，

農林省胆振馬鈴薯原キ種農場長塩田弘行技官及び関山

英吉技官に対し深〈感謝する。またネナシカズラ及び

マメダオシの種子または茎を送っていただいた九州大

学農学部吉井甫教授，宝塚植物園長広津旭民及び東北

農業試験場園芸部沢村健三技官に謝意を表する。

実験材料及び方法

ネナシカズラまたはマメダオシの種子を 2枚の溜

紙の間にはさんで，シヤ{レに入れp 僅に湿気を与え

て温室内で発芽させた。これを天狗巣病擢病植物に寄

生させ，約 30-60日後十分生育伸長した茎を1本乃

至数本接種値物に巻ぎつかせ，健病南植物をネナシカ

ズ.ラ忘るいはマメダオシでつないだ。発芽したネナシ

カズラ:bるいはマメ夕、、オシを植物に寄生させるには，

ネナシカスヲあるいはマメダオシの茎の下端を地中に

僅かに入れるか叉は湿った脱脂綿を巻いて土の上に置

き，尖端を寄生植物の茎に接触させ，濯水を十分行

う。あるいは健全馬鈴薯に寄生発育さぜたネナシカズ

ラ又はマメダオシの茎の先端を約 10cmの長さに切
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り取り擢病縞物に接触寄生さぜた。接種植物はネナシ

カズラあるいはマメダオシの寄生によって次第に生育

を害されるので，著るし〈生育を阻害された場合には

直ちに，手でネナシカズラあるいはマメダオシを完全

に除去した。マメダオシに比べるとネナシカズ、ラは甚

し〈寄主植物の発育を阻害すらる。供試植物カち馬鈴義

男爵又は農林一号の場合には，同じ塊茎から生じた加

芽の 1本を必ず対照として撲し，その塊茎が健全であ

るか否かを検するため接種を行わずに観察を続けた。

メノミニー突生は，園場において結突したメノミ二~

の種子を発芽させたものでるり，ナシテンハギは，野

生のものを採集し 1ヵ年温室に栽培して健全でるる

ことを確めたものである。トマト P 赤クロパー，白ク

ロバー，アルサイククロパー，エヅギグ，コスモスは

市販の種子を用いた。

叉実験に際して健全馬鈴薯に寄生したネナシカスヲ

あるいはマメダオシを供試植物に寄生させ， 20-30日

後除去して後対照として観察を続けた。馬鈴薯の場合

は接種植物に生じた子薯を翌年橋種して発病の有無を

検L，グロパー類p ナンテンハギも 2カ年にわたって

接種植物の観察を続けた。

実験結果

1) ネナシカズラによる接種試験

1951-1953年の実験において，馬鈴薯天狗巣病を

接種した農林一号 37本中2本に感染がおこった。ネ

ナシカズラを病槌物上に寄生させた期間は 30-60日

可きあったが，発病さぜたのは 60日間寄生の場合のも

ので忘る。接種植物上寄生期間即ち寄生開始から除去

するまでの期聞は，植物によって異るが 12-31日

吃発病したのは夫々 23日及 27日であった。前者

はネナシカスヲ除去後 70日目の9月2日に一次病徴

(HUNGERFORD & DANA 1924)を現わし， 12月2日
子薯掘取りの際既に，子薯9個中8個が発芽して二次

病徴 (HUNGERFORD& DANA 1924)を示していた。

後者は一次病徴は全〈示さなかったが， 12月2日掘取

りの際子芋4個中2個が僅かに発芽しはじめていた

カら天狗巣病キ徴は認められなかったっしかるに翌春

橋糧Lた後発芽と共に顕著な二次病徴を現わした。こ

の他に接種した男爵， トマト， エソマギグ，赤グロパ

ー， アノレサイククロパー， コスモスは全〈発病しな

かった。 ネナシカズ、ラはトマト， グロパー類に寄生

し難いがエゾギクには比較的よ〈発育するD ナンテ y

J、ギにも寄生L難い。特に馬鈴薯に寄生して伸長した

太いネナシカズラはナンテンハギの茎が極めて帝国いの

で巻きっき難い。対照区として健全馬鈴薯に寄生せる

ネナシカズラをつけた農林一号5本p トマト 2本p エ

グギク 10;2ドp 赤クロバー 3本，アルサイククロパー

3本には何れも感染がおこらなかった。

2) マメダオシによる接種試験

1952年から 1953年に至る実験の結果3 天狗巣病権

病馬鈴薯に約 60日寄生，生育させたマメダ、オシによ

って接種した農林一号 18本中1本3 メノミ二戸実生

25本中3木， 赤クロパー 15本中2本が発病した。

他にアルサイググロパー 14本， ナシテシハギ 2本

に接種したが発病しなかったっ農林一号では翌春子薯

を3個播種し発芽した後始めて発病が認められたもの

で乞って，接種後地上部が枯死して後子薯及び翌春播

種前には全〈発病の徴候は認あられなかった。メノミ

ニ{実生はマメダオシ除去後 41日， 50日， 97日後

に夫再発病した。赤クロパーはマメダオシ除去後 212

日後及び280日後に発病した。その病徴は次の如くで

2ちるの
若い葉は次第に黄緑色を帯び葉縁は特に槌緑が著る

しいっ ついに全株が槌緑ずる。 その後生育する葉は

次第に形が小さくなり葉片が 2-5mmになる事もち

る。槌緑が顕著で葉柄は寅緑あるいは黄白色となり，

軟弱であって健全葉よりも短<，族生する。病状が進

むと全株が著し〈萎縮し，叢生して密なる塊状を呈し

高さ 10-15cmである。植物体は発育極めて悪〈次

第に枯死する。かかるものは茎を生じて花を聞く事が

無い。叉既に茎が伸長して花を聞いたものが擢病ずる

と，花あるいは茎の成葉は次第に枯死し3 葉阪から著

るし〈萎縮せる，黄緑色の小さい葉を多数叢生しp 地

際部から槌緑萎縮そる葉をAJl:に生じp 所詔天狗巣状を

呈する。この病徴は問場において見出される赤クロパ

ーの天狗巣病と全〈同巳であった。

これら接種試験の結果は次の表の如くでるる。

論議

馬鈴薯天狗巣病の寄主範囲に隠する実験は多くは接

木によって行われたため，ナス科植物以外に記載され

ているものは少いが KUNKEL(1943)は Cuscuta，

campest1・isによって問菜及 v加問 γoseα に感染し
た事を報告した。しかしながらマメ科植物，キク科植

物に関して報告されたものは無いようであるc(SMITH 

1937，田中・成田・大島・後藤 1953)，私等の実験の

結果。馬鈴薯天狗巣病パイラスヵ:赤クロパ{に伝染し
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ネ十シカズラ及ひ『マメダオシによる馬鈴薯天狗巣病接種試験

ネナ yカス。ラ

パイヲス源 接種植物
同短期間 lszl吋 備 考

馬鈴薯天狗巣病 ジャカイモ(開〉 l1340日

" '7 18日

" ソ ギ ク 14-24日

" ス モ ス 12-23日

" ジャカイモ(長旅・号〉 16-31日

" 赤 ク ロ ノぐ 18-27 S 

" アルサイククロノ，，- 20-31日

ナンテンハギ
ジャガイモ (男音寺〉 29日

天狗巣病

" " くメノミ二一実生〉 29-30日

マメダオシ

馬鈴薯天狗巣病 …モ(農林号〉|…

" グ (メノミニ一実生) 129-39日

赤 ク ロ ノ、r 33-42日

アノレサイククロバー 22-24日

" ナンテン ギア 29-30日

て天狗巣病を生ずることが明かになったが3 その病徴

から3 馬鈴薯天狗巣病発病地に発見された赤クロパー

の天狗巣病と同じ病害と考えられる。 これら擢病株

が広いす、クロパー畑に散在している場合，健全株の蔭

に隠れて発見が困難で:bIJ， 擢病除の抜取りは容易

でないでるろう。 したがって赤クロパーはパイラス

の越冬作物として重要な役割をなすものと考えられ

る。現今胆仮馬鈴薯原〆号車重農場に於て行われている赤

グロパ{をとり入れた輸f乍形式は， 馬鈴薯天狗巣病

lW憶からは甚だ好まし〈ないとJ思われるカもこれに

関連して，寄主範囲の研究は更に今後十分検討を要す

る。

alfalfa wit巴hes' broom のパイラスもまた赤ク

ロバー， 白クロパーにうつる事が報告されている

(MENZIES 1946， KLOSTERMEYER & MENZIES 1951) 

が KLOSTERMEYER等 (1951)はこのパイラスの媒介

昆虫を用いて馬鈴薯に接種したが感染しなかったとい

うことである。 KUNKEL(1952)はこのパイラスを

C. campestγisを用いて馬鈴薯にうっし， その病徴

4 O 

7 O 

58 。
12 。
37 2 1 {一…2 発病区 2'52

グ VI20-VlI17'52 "VI28 '53 

8 。
9 。
1 。
6 。

一一一一一一

18 1*1唱鍾 IX27-由'団発病羽17'国

25 3HimU日 10'53 "玄15'53zグ VI1-30 '53 "vm19 '53 
1-5 2督時 グ VI1-30'53 グ 1置10'53ト{PW84m グ1II12'54
l4 O Z グ VI10-日置12'53 " V19'54 
2 O 

ヵ:違うので Alfalfawitches' broomのパイラスと馬

鈴薯天狗巣病パイラスとは全〈具るパイラスでるると

した。

北海道の馬鈴薯天狗巣病発病地に見られるエヅギ

ク， コスモスの病徴は，エグギク萎貰病のそれに類似

する所も主うるが，早期に感染したエヅギクも開花し，

著しい奇形花を生じない。かつ枝葉が甚し〈養生せ

ず3 植物体全体が著しく貫イじしない等の点で臭ってい

る。今回の実験では馬鈴薯天狗巣病をネナシカズフに

よってエグギク， コスモスに接種じた結果は陰性であ

った。

ネナシカズラを用いた場合の感染率がマメダオシの

場合よりも低いがp 前者は茎が太〈発育旺盛で寄主の

生育を著るLく阻害するため， 永〈寄!J:させる事が

出来なかった。 また赤クロパ「 アルサイククロパ

ナンテンハギの如まま田い葉柄によく巻きっかない

事も一つの原因ではないかと考えられる。マメダ、オシ

はとれに反して寄主に数本巻含ついて伸長しても，植

物体は比較的よく生長を続け，無数のマメダオシの茎
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ヵ:巻きつくようになってはじめて生長阻害が認められ

た。何れの場合も私等の突験では感染率は極めて{jJ初、

った。

ネナシカズ・ラ属植物を用いて接種した植物の発病が

機b史的方法あるいは昆虫による接海の場合よりおそい

事は既に JOHNSON(1941)によって指摘されている。

田中等 (1953)は接木談屈の場合馬鈴薯天狗巣病の潜

伏期は馬鈴薯に於ては 20日-1カ月だったと報告し

ているが，本実験では馬鈴薯ではマメダオシ除去後41

-97日，赤クロパ F では 212日-280日を経て病徴

を現わした。

また接種した年のうちに一次病徴を現わさず翌春子

芋播穫後発芽してはじめて発病したものがあるカもこ

の事から闘場における抜取，収穫p 及び嬬種の際如何

に注意しても翌春二次病徴を発現する塊茎が残り得る

とJ思われこれが春期の伝染源となる事も考えられるの

である。

ナンテンハギ、の天狗巣病は，大島 (1954)によって

接木伝染する事が報告されたが，今回の実験ではこの

病害と馬鈴薯天狗栄病との関係を証明する事が出来な

かった。

摘 要

( 1 ) 馬鈴薯天狗巣病発生地付近において3 赤クロ

バー，アルサイククロパー，白クロパー，ナンテンハ

ギの天狗巣病，及びエグギク，ヒメジョオ:/，コスモ

ス等の著し〈寅化せるものを発見し，これらの病害と

馬鈴薯天狗巣病との関係を知るため，ネナシカスヲ，

及びマメダ、オシを用いて接種試験を行った。

(2 ) ネナシカス、ラによって，馬鈴薯天狗栄病を接

種Lた農林一号 37本中2本が感染L，マメダオシに

よって接種した農林一号 18本中 1本，メノミニー実

生 25本中3本，赤グロパ-15本中2本発病した。そ

れで馬鈴薯天狗巣病と赤クロパーの天狗巣病は同じバ

イラスに起因すると考えられる。

(3) 接極後病徴発現までの期間は，接木接種の場

合にくらべると長かった。特に馬鈴薯においては，同

年中に発病せず翌春子芋播種後始めて二次病徴を示す

ものがあった。
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Resu.m品

Redう whiteand alsike clovers and Vicia 
unijuga plants aff巴ctedwith a witches' broom 
were frequently found in the neighborhood of 

the potato field where potato witches' broom 

appeared. Yei!ow diseased China asters， cosmos 

and Eバgeronanmtus were likewise seen in 
the areas close by the potato field. Accor“ 

dingly it was attempted to transmit potato 
witches' broom to these plants by means of 

the dodders， Cμscutα JapmももcaCHOIS. and C. 
chinensis LAM. 
Two out of 37 healthy potato plants of the 

variety Norin No. 1 inoculated by means of 
C. jccponic臼 contracted the disea日日 oneof 18 
healthy potato plants of Norin No. 1 and 3 

of 25 potato seedlings likewise inoculated by 
C. chine百sis 呂howedtypical symptoms of 
potato witches' broom. By means of C. chi咽
% 削sispotato witches' broom was successfully 
transmitted to 2 of 15 inoculated red clover 

plants， which showed the symptoms similar 

to those of red clover witches' broom under 

natural conditions. The incubation period of 

the virus in the infected plants was remar-

kably long as compared with that in graft-

inoculated plants. Particularly in the infected 

potato plants no symptom日 appearedin the 

current 自己asonbut the secondary symptoms 

began to make their appe乱rancewhen the 

tubers produced by the infected plan七ssprout-
ed in the n巴xtseason. 

フミ狗巣病n;鈴葬(右〉からマメグ才シの妓介に J:ヲでコスモスに接関の状況


